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(57)【要約】
【課題】着用者個々の体形に応じてバスト部をカバーし
、バストを押さえることでバスト形状を美しく補正する
ことが出来るようにし、また、後身頃編地の一部に伸長
力に耐え得る組織を使用することで身体が前屈するのを
防止することを可能にし常々身体の姿勢を良好に保てる
ようにする衣料を得る。
【解決手段】前身頃と後身頃とが、連続して筒状に編成
された生地よりなり、前身頃のバスト部編地組織を伸び
易い組織とし、バスト部に連続する袖刳下部の編地を緊
締力の大なる伸び難い組織とし、緊締力の大なる編地に
よりバストを横方向から押さえるようにした。また、バ
スト部の編地は、メッシュ組織とした。そして、後身頃
地は、伸縮性を有する組織で編成され、その左右両肩紐
から裾部にかけてＸ字状に延在する帯状の緊締組織を配
した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前身頃と後身頃とが、連続して筒状に編成された生地よりなり、前身頃のバスト部編地
組織を伸び易い組織とし、バスト部に連続する袖刳下部の編地を緊締力の大なる伸び難い
組織とし、緊締力の大なる編地によりバストを横方向から押さえるようにしたことを特徴
とする成形衣料。
【請求項２】
　バスト部の編地は、メッシュ組織としたことを特徴とする請求項１記載の成形衣料。
【請求項３】
　後身頃地は、伸縮性を有するメッシュ組織で編成され、その左右両肩紐から裾部にかけ
てＸ字状に延在する帯状の緊締組織を配したことを特徴とする請求項１記載の成形衣料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバストの形状を美しく見せ、かつ、行動時における身体の動きに応じて生ずる
バストの動きを押えることが出来、かつ、清涼感のある衣料、特にハーフトップ，ブラジ
ャー，スポーツブラ，タンクトップ，キャミソール等の成形衣料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来ブラジャー等の成形衣料にあっては、着用によってバスト部の形状を美しく見せる
効果と、運動或いは日常的な身体の動きによるバスト部の妄動を阻止する効果とを期待し
て種々工夫がなされている。例えば、バストを押えバストの形態を補正するバストカップ
を、支持布上に配し、別途同布に固定した補強布でバストカップを支えるようなブラジャ
ーがある（特許文献１参照）。このフラシャーによれば、カップを使用することによりバ
スト部の形状はシルエットを崩す心配はなく、また、補強布の寄せ上げ力を好みに応じて
調整出来て過重な力が加わることによる不快感は生じないとしているが、バストの形状は
カップによって規定されており、カップの位置は押え布で決定されるので、自然な使用者
個々人の条件に合った状態を保った位置でバストが保持固定されるという事にはならない
。
【特許文献１】特開２００７－１５４３２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は上記の点に鑑みて、着用者個々の体形に応じてバスト部をカバーし、バストを
押さえることでバスト形状を美しく補正することが出来、かつ、清涼感を得ることが出来
るようにした成形衣料を得ることを目的とする。
　また、後身頃編地の一部に伸長力に耐え得る組織を使用することで身体が前屈するのを
防止することを可能にし常々身体の姿勢を良好に保てるようにする衣料を得ることを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１記載の発明にあっては、前身頃と後身頃とが、連続して筒状に編成された生地
よりなり、前身頃のバスト部編地組織を伸び易い組織とし、バスト部に連続する袖刳下部
の編地を緊締力の大なる伸び難い組織とし、緊締力の大なる編地によりバストを横方向か
ら押さえるようにした。この構成により個人差を有するバストであっても、バスト部の編
地がバスト全体をカバーすることになり、バストをその横側から押圧固定することになる
。
　請求項２の発明にあっては、請求項１記載の成形衣料において、バスト部の編地は、メ
ッシュ組織とすることで清涼感を得られるようにしたものである。
　請求項３記載の発明にあっては、請求項１記載の成形衣料であって、後身頃地は、伸縮
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性を有する組織で編成され、その左右両肩紐から裾部にかけてＸ字状に延在する帯状の緊
締組織を配したものである。これにより緊締組織により着用者が前屈姿勢をとったとき、
その動きに対向し、姿勢を正しく保とうとする作用を生ずる。
【発明の効果】
【０００５】
　前身頃と後身頃とが、連続して筒状に編成された生地よりなり、前身頃のバスト部編地
組織を伸び易い組織とし、バスト部に連続する袖刳下部の編地を緊締力の大なる伸び難い
組織とし、緊締力の大なる編地によりバストを横方向から押さえるようにしたものである
ため、両バスト部全面が１枚の筒状編地でカバーされることになり、衣料の使用者個々の
差により位置に違いがあるバスト部でも、すべて位置の細かい調整などする必要なく補え
ることが出来るばかりでなく、一枚の編地で構成されているから編地自体の形をととのえ
るための縫製手段等が入り込まないから、縫目等による使用感の劣化は全くない。
【０００６】
　そして、バスト部を被う編地は前身頃地の中で最も伸び易い組織とし、かつ、メッシュ
組織であるからバストの形状に良く添い保形性も良く、通気性にも優れ清涼感を得ること
を可能としている。更に袖刳下部の編地を緊締力の大なる組織としているために、この編
地によりバストを横下から支えることになり保形性は極めて良い。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　本発明成形衣料をハーフトップ１に実施した形態につき次に説明する。
　図１は正面図，図２は背面図を示す。本発明ハーフトップ１は前身頃２，後身頃３を連
続して編成した筒状の丸編地４よりなり、筒状の丸編地４の前面即ち前身頃２の上縁には
前衿刳５を、筒状編地４の後面即ち後身頃３の上縁には後衿刳６をそれぞれ適宜形状に切
裁する。また、前衿刳５と後衿刳６の間には左右に袖刳７，７を切裁する。前衿刳５、後
衿刳６、袖刳７，７には適宜縁取りを設け、或は編地の素材によっては縁取りを設けず切
り放しとしても良い。
【０００８】
　前後衿刳５，６と袖刳７との間には前身頃２から後身頃３に亘る肩紐８，８が設けられ
る。肩紐８，８は前身頃２からなる部分と後身頃３からなる部分とが肩線１０で連なって
いる。前後身頃２，３の最下部は図３のＡに示す組織で裾部９を構成する。
　上記前後身頃２，３の生地を筒状編地４に編成する際に、前後身頃２，３の各部位ごと
に編地が所要の緊締力を有するように部位に応じて、緊締力が大なる編地，緊締力が小な
る編地，中間緊締力の編地の如く、その組織を変化させる。
【０００９】
　次に前身頃２の筒状編地４における編組織の緊締力を変化させた配置について説明する
。図１に示す例は、前身頃２の前衿刳５の周縁を含む前身頃２の中央部分を緊締力の弱い
伸び易いメッシュ地の図３のＢに示す編組織で編成した編地１１とする。この部分にはバ
ストを被う左右のバスト部分１２，１２が位置する。前身頃２の前記編地１１の両側縁部
には図３のＣに示す緊締力の強い伸びにくい組織で編成した編地１３を設ける。この緊締
力の強い編地１３はバストをその側面から押し上げる作用をする。編地１３は前身頃２の
端部を裏側に回って後身頃３の側部にまで及んでいる。
【００１０】
　後身頃３は、その両側端縁部分に前述の前身頃２から回り込んだ緊締力の強い編地１３
が存在し、その間は緊締力の弱い伸び易い組織のメッシュ編地１４（図３のＢに示す）と
し、該編地１４の中に、左右両肩紐８，８からハーフトップ１の下縁の裾部９に向けてＸ
字状に適宜幅の図３のＣに示す緊締帯１５が設けられている。
【００１１】
　前身頃２のバスト部分１２には必要に応じ上方の開いたポケット状に内層布を重ね、そ
の内部にバストパットを挿入出来るようにすることも出来る。内層布は、その両側及び中
央部には適宜幅の緊締性のある組織とし、バスト部は伸び易い図３のＢに示す組織の編地
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　以上、本発明をハーフトップの例を図示して説明したが、ハーフトップに限らずスポー
ツブラ，ブラジャー等に実施できるものである。
【００１２】
　本発明成形衣料は、着用時にバスト部分を伸長性，通気性のあるメッシュ生地で被って
おり、該生地は連続した筒状に編成されたものであるからバスト部には縫目等の存在はな
く、バストはその両側から緊締力大なる生地で押されるように保持されるから着用感を損
なうことは全く生じない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ハーフトップの正面図。
【図２】ハーフトップの背面図。
【図３】Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは成形衣料の各部の編組織図。
【符号の説明】
【００１４】
　１　ハーフトップ
　２　前身頃
　３　後身頃
　４　丸編地
　５　前衿刳
　６　後衿刳
　７　袖刳
　８　肩紐
　９　裾部
　１０　肩線
　１１　緊締力の弱い伸び易い組織
　１２　バスト部分
　１３　緊締力の強い編地
　１４　緊締力の少ない伸び易い編地
　１５　Ｘ字状緊締帯
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